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令
和
３
年
度 

地
域
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て 

三和区地域協議会だより 第 46号① 

▼
提
案
の
あ
っ
た
事
業
を
地
域
協

議
会
で
審
査 

令
和
3
年
度
の
三
和
区
地
域
活

動
支
援
事
業
費
補
助
金
の
配
分
額

は
600
万
円
で
し
た
。 

提
案
の
あ
っ
た
事
業
は
、
12
事
業
、

11
団
体
で
、
補
助
希
望
額
の
合
計
は

606
万
円
で
し
た
。 

5
月
20
日
の
地
域
協
議
会
で
、
提

案
団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
審
査
に
よ

り
、
次
表
の
と
お
り
採
択
し
ま
し
た
。 

 

提案団体によるプレゼンテーションの様子 

令和３年度三和区地域活動支援事業採択事業一覧（受付順） 

事業名 提案団体 事業内容
助成額

（千円）

三和の子どもたちの
健やかな成長を支援
する事業

NOP法人さんわスポーツ
クラブ

講習会の開催や部活動へ指導者を派遣することにより、
地域で三和の子どもたちを各世代の方々で育てていくと
いう機運を高め、併せて教職員の負担軽減を図る。

886

三和ふれあい食堂事業
三和ふれあい食堂運営
委員会

子どもから高齢者まで様々な地域住民が食を通じて交流
を図り、三和ふれあい食堂が多くの地域住民にとって、
地域の中での居場所となることを目的に開催する。

255

さんわ桜の陣2022周知
事業

さんわ桜の陣実行委員会
地域の認知度も高まってきた「さんわ桜の陣」のポス
ター、チラシを作成・配布し、周知を十分に行い開催す
ることで、地域の活性化に寄与する。

110

印刷機導入による地域
住民への貢献事業

NPO法人三和区振興会
振興会が展開しているコピーサービスにより、町内会資
料等のコピー利用が多くなってきているため、印刷機に
転換し、地域の皆さんの印刷費の低減に貢献する。

1,240

コロナに打ち勝つ
「イルミネーション」
点灯事業

さんわ祭り実行委員会

新型コロナウイルスが未だに収束しない中「さんわ祭
り」を中止せざるを得ない状況であるため、それに代わ
るものとして、7月30日(金)～8月15日(日)の間、総合事
務所敷地内で約8,000球のイルミネーションを点灯させ
る。

358

東日本大震災にまなぶ
事業

三和まなびの会
宮城県石巻市から講師を招いて講演会を開催し、災害に
対する備えと互助の精神を学ぶ。

161



 

三和区地域協議会だより 第 46号② 

○編
○集
○後
○記 

蒸
し
暑
い
日
が
続
く
梅
雨
の
時
期

で
す
が
、
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。
大
雨
に
伴
う
災
害
の

無
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
み
、
以
前
の
生
活
に
少
し
で
も
戻

り
、
安
心
し
て
旅
行
や
懇
親
会
等
が
で

き
れ
ば
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
澤 

克
己 

記 

【
編
集
委
員
】 

 
 

小
林 

則
子 

宮
澤 

克
己 

森 
 

由
美 

 

 

地
域
協
議
会
で
は
、
委
員
が
日
頃

か
ら
感
じ
て
い
る
地
域
の
課
題
を
整

理
し
、
解
決
に
向
け
た
取
組
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
日
常
生
活
の
中
で
、
問

題
や
課
題
な
ど
、
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
議
協
議
会
委

員
や
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。 

地
域
の
課
題
に
つ
い
て 

提案団体への質疑の様子 

地
域
協
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
た
め
、
必
ず
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
体
調
に
十
分
ご
注
意
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、
三
和
区
総
合
事
務
所

の
総
務
・
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

傍
聴
で
き
ま
す 

○編
○集
○後
○記 

三和の三国街道巡り
事業

三和まなびの会
地域の文化財等について講師を招いて現地見学会やナイ
トセミナーを開催し、郷土愛をはぐくみ住民に伝えてい
く。

60

高齢者いきがい支援
事業（ときめき広場）

三和区老人クラブ連合会
高齢になっても健康な状態を維持し、豊かな生活ができ
るよう、健康増進・生きがいづくりを目的に、グラウン
ド・ゴルフによる交流会を行う。

327

上杉小学校創立120周年
記念事業

上杉小学校後援会

上杉小学校創立120周記念事業として、記念DVD及び記念
クリアファイルを作成し上杉地区全戸へ配布する。
また、上越に縁の演奏家を招待し「うえすぎコンサー
ト」で記念公演を行うとともに、DVDに録音する校歌の伴
奏を依頼する。

660

三和中学校創立50周年
記念支援事業

三和中学校後援会
創立50周年記念事業の一環として、吹奏楽部に新しい楽
器を補充し、地域との交流など今後の活動を支援する。

1,470

小・中学生が「三和を
愛する心を育む」ため
の事業

三和の子どもを「共に」
育てる会

児童・生徒が地域のことや地域の人と共に学ぶ機会を通
して、ふるさと三和を愛する心を育んだり、将来の地域
社会を担う人材を育成するため、講演会や学習会等を実
施する。

413

越柳町内会「写真展」
「タイムカプセル開封
イベント」事業

越柳町内会
「写真展」「タイムカプセル開封イベント」を通して、
令和2年1月1日に上越柳町内会と下越柳町内会を統合し越
柳町内会となった地域の融合を図る。

60

計 6,00012事業、11団体


